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新年、おめでとうございます。ばんよしはるです。皆様、新年をどのように迎えられま
したでしょうか。

私は家族と共に新年を迎え、新たな気持ちになることができました。

さて、まず皆様にご報告しなければいけないことに、斑鳩町地域集会所施設補助金交付
要綱の見直しが決定され、本来前年の１０月末までの受け付けですが、今年の６月末まで
に町で受け付けるとのことであります。

地域集会所につきましては、地域住民のコミュニティに欠かせないものであるのに、資
金面の問題で建てる事が困難であったり、築３０年以上のものが町内に多くあり、集会所
の立替やリフォム等が必要となってきておりますが、集会所施設の整備には多額の費用が
かかることから、これまで議会からなんとかならないものか要望をしてまいりました。

具体的には、土地及び建物の補助率を現状の２分の１から３分の２に引き上げるととも
に、土地と建物の新築及び既存建物の購入については、補助金の限度額を１５００万円か
ら２０００万円に引き上げ(増築及び改築は５００万円、修繕は３００万円、高齢者、障害
者に配慮した改造は３００万円は現行のまま）そして、施設に必要な備品についても、新
たに補助対象とし、品目は、机、椅子、テレビ、冷蔵庫で５万円以上７０万円までの購入
に対して補助率３分の２で補助をするものであり、これらの補助制度の拡充により、地域
単位の活動拠点の充実が図れるものになりました。

また、福祉の面でも現在のコミュニテイバスでは行き届かない部分、具体的にはご高齢
の方々の買い物や通院などに対し、外出していただきやすい環境を整備することを推進す
るための提案をしてまいりますので応援の程、宜しくお願いいたします。

その中で、気をつけなければいけないことは、町財政に負担をかけないようにすること
であり、いろんな施策をあれもこれもできる時代ではないことです。

やはり、住民それぞれが行政が行う事業それぞれの目的がしっかりしているかを見定め、
正しい選択がなされているかをチェックしながら、いろんなことに対し積極的に新しい提
案をしていけば今後さらに「元気なまち」になるはずです。

たとえ一時的には「痛みをともなう」こととなっても勇気を持って
新しい時代にふさわしい形に行政の仕組みを変えていくことが大切で
はないでしょうか。

まちの未来は、住民一人ひとりの想いで変えられるということです。
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この「「「「瓦瓦瓦瓦ばんばんばんばん！」！」！」！」では町議会議員の毎日の中で感じたこと、活動や思ったことを紹介してい
きますので、皆様からのご意見・ご感想がありましたら、お知らせ下さい。宜しくお願いいた
します。


